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第 五 巻 第 四 號 九州帝國大學農學部學藝雑誌 昭 和 八 年 九 月

原 著

稻 の分蘖 に 關 す る 研 究

第三報 水耕に於ける培養液の酸度 ・濃度並 に含窒

素塩類 の形 と分蘖度 との關係に就ての二三の實鹸 。

深 城 貞 義

(昭和八年五月十日受理)

1.緒 言

植物の生育 と土壌若 くは培養液の酸度との關係に就ては可なり研究せ られてゐる威であつ

て,今 其主なる結果に就て見るに,陸 生植物に關 しては 氏(15)は 小夢について

に於て,氏(11)は 玉蜀黍について に於て,氏(14)は 玉蜀

黍・大麦 ・綿及碗 豆等に就いて に於て最適であるとの結果を得,氏(12)

は玉蜀黍及ルー ピン等に就ての結果は多少酸度高く に於て最良なる事を記して

ゐる。水生植物に關しては,氏(2)は について に於て,

及両 氏(8)は について,に 於て最大生長を示せ る

も,枸櫞酸 ソーダを添加 して鐵塩 を可溶性に保てる場合では に於 て最良の結果を得

てゐる。植物の生育の時期(15)若 くは培養液の盛類組成(2,8)の 如何によりて最適PH価 に相

違を來すべき事は徴想せ られるも,両 植物の種類によつても異なるらしい。一般に陸生植物に

対しては 若 くは其附近に於て大体 適せるもの ・如 く,水 生植物に対して はそれ

より多少PH価 の低部2U酸 度の多少強き部に於て適せるらしい。

稻に就ては 氏(10)は 幼植物につき,著 者(5)は 全生育期を通して水耕 し,培 養液の酸

度が可な り稻の生育の上に影響を及ぼす事を指摘せ るも,其 生育に対す る培養液の最適PH価

如何若 くは分蘖 度と培養液の酸度との關係如何に就ては明かでない・

培養液の濃度と植物の生育との關係に就て も從來種 々研究 され,培 養液の組成乃至は植物の
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種類によつて一致しない様であるが,一 般に陸生植物に対して は0・025-0.005モ ル濃度(7,1),

水生植物に対して は多少 それより低い機であ る。 稻に就て は 氏(4)は 其最適濃度は

モル濃度との結果を得,木 村氏(9)も 其生育 と全塩濃度との關係の研究を詳

細になし,燐 酸濃度の低い場合には0・01モ ル,燐 酸濃度の高い場合は モル濃

度に於て良好なる結果を得てゐるも,分蘖 度との關係については未だ明白に されてゐない◎

氏(13)及 氏等(13)は 稻の窒素肥料としてアムモニア鰹

類を施せる場合は硝酸塩類 を施せる場合 よりも著しく稈数並に収量を増す事を記せるも.培 養

前後に於ける土壌の酸度に対して 鯨 り考慮が彿はれてゐない様であるc

伍て著者は数年 來水耕試験により,培 養液の酸度,濃 度並に其窒素塩類 の形如何が稻の分華

度の上に如何に影響を及ぼすかの実験 をなした。未だ完壁を期 し難きも,該 方面に対して 珈か

知見を加ふる事が出來たので,弦 に纒めて報告する事とした。

本實験は九州帝國大學農學部植物學教室に於て行ひたるもので,終 始懇篤なる指導を賜はつ

た纐纈教授 に対して 薙に謹孟で深厚なる謝意を表はす。尚本論文執筆に際して多大の御厚意に

預かつた本校小林校長並に文献 の渉猟に便宜を與へられた大原農業研究所近藤所長及西門博士

に対 し深甚の謝意を表はす。
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II・ 實験材料及方法

實験材料 として晩稻赫力を用 ひ,そ のよく精選せる種子をウスプルンにて消毒せる後井水及 。

蒸溜水にて洗滌 して硝子皿(径15cm)上 に張れる粗目の ガーゼ上に播いた。それに培養液を

注ぎ,苗 の長 さ10Cm内 外 まで何れも同様に生長 させた。培養液の基本原液は下記の通 りで

ある。

基本原液

Ca(NO3)2............ 0.5o g 

(NII4)2SO4 .........0.40 

KI I2PO4 ............0.50 a 

MgSO4...............0.25 »

KCI .........0.12 g

._微 量

蒸 溜 水 … …1立

モ ル濃 度...o・Ol3

 FeC13....

酸度の實験にはその1μ0濃 度の ものを用ひ,培 養液のPH価 はそれぞれ

及8・oと な した。 之等の各種酸度の培養液調製に際 しては 前記基本原液に

及 を,若 くは 及 溶液を適宜
　

混合して所定のPH価 を維持すると共に液の調節作用の増大をはかつた。

濃度の實験には 基本原液の4倍(0・052モ ル濃度),2倍(0・026),1倍(0・OI3),1/2

6.0, 7.0

 NaOH M/IO HCI M/I0 K2HPO4., M/10 KI'21)04

2.5, 3.0, 4.0, 5.0,

M/10 H3PO4

M/10



(0.0065), 1/5 (0.0026), 1/10  (0.0013), 1/20 (0.00065), 1/80(0.00016) J 1/200 (0.000065)

濃度の液を用 ひた。

含窒素塩類 の形 と分蘖度との關係の研究に際しては,基 本原液の両含窒素塩類 のっち,硫 酸

アンモニアか若 くは硝酸石灰の何れか一方のみを窒素源とし,其 量は原液に於ける両盛の全量

に相當せる化學當最を用 ひた。

液は一週間毎に更新し,其 培養前後は必ず其PH価 を測定し,侮 培養中その変化の著しいも

のに対して は更新の途中に於て更に其PII債 を測定 し,其 偏僑度に磨じて調節剤を添加 した。

PII債 の測定は比 色法により,其 標準液はキンヒドロン電極によつて決定 された。實験に使用

せる水・耕器は1・82立 容積の硬質硝子圓筒に5個 の植物挿人孔を有せ るコルク栓をなし,そ

の圓筒の周園は黒色厚紙圓筒で獲ふた。本實験に使用せる藥品は主にメル ク耐若 くはカールバ

ウム杜製のものを用ひ,稀 に日本藥局方の ものを以て填てた。

實験は10cm内 外の幼苗期から分蘖 旺盛期若 くは 出穗並に成熟期迄継続 し,培 養中は生育

状況(稗 葉の色,外 見上の健康度,稈 長及稈数等により)を常に観察調査 し,實 験終了後は分蘖稈数

,分蘖稈 の総長 さ並に地上部及根の乾量若 くは穀粒の数及重量等を測定 した。

III.培 養液 の酸度 と分蘖 度 との 關係

第一實験(1930年)

本實験に於ける各種の酸度の培養液作製に対し,其 調節剤として前記のHC1及NaOH溶

液を用ひ,其Naイ オンの量を等 しくせん爲にNaCl溶 液を添加 した。其結果,全体 として

の濃度は基本原液の1/10よ りも多少濃厚 となれるも,各 酸度の培養i液間の濃度には大差がな

いものと認められる。両無機鐵塩 ではアルヵリ側に於て鐵吸収 不能に隔ることの不利(7,8)を

避けん爲に,本 實験では杓薇酸鐵を培養液の鐵塩 として3-4日 毎に少量宛添加しfこ。8月29

日に播種し,9月8日 に苗の長 さ9-13cmの ものを種々のPII債 の液を容れた所定の水耕器

に移植 し,10月6Fl2P分蘖 旺盛期迄實験を継続 した。 今分蘖稈 の最初の出現並に其後の経過

に就て見るに第一表の通 りであつて,次 の如き事が認められる。

2Pgl育初期にはPH5の 液では分蘖稈数 及分蘖稈 の絡長 さは最大を示し,其 最初の出現期

も最 も早い。而して主稈 の長 さも之 と同様である。然 るに分蘖 旺盛期には梢趣を異にして主稈

の長 さ及全乾量が生育初期 と同様にPH5に 於て最大を示せるにも拘はらず,分蘖稈数 及分

藁稈 の総長 さはPH6に 於けるもの最大 とな りPH5に 於 けるものやs劣 る。両数 に注目



に値する事は,生 育初期に於てPH8液 に於けるものがPH6若 くはPH7液 のそれより

も分蘖 度(分蘖稈 の最初の出現期に就ても同様)が 勝つてゐる事で,こ の傾向は生育の進むに

つれて漸次消失し,分蘖 旺盛期頃には其事實を認むる事が出來ず,主稈 の長さや全乾量と同様

の傾向を とれる事である。

培養四週間後郎10月6日(分蘖 旺盛期)に 培養を終 り,測 定せる結果によれば分蘖 度(分

蘂稈数 並に稈の総長 さ)並 に地上部乾量に対す る根の乾量の比は,PH6液 に於 けるもの最大

を示 し,そ れよりPH価 の上昇若 くは低下するに從つて漸減の傾向を示す。全乾量に対す る

根の乾量の比についで も大燈同様である。地上部及根の乾量並に主稈 の長 さはPH5液 に於け

るもの最大となり,PH6に 於けるもの僅かに劣 り,そ れよりPH価 の上昇するにつれて若

くは低下するに從つて遍減 してゐる。

培養液 の酸度と苗の外見上の健康度との關係を見るに,PH2・5に 於けるものでは培養4-

5H後 より漸次不健康の兆を呈し始め,2週 間後では葉片大部枯れ,一 部のものは枯死し始め

第 一 表・ 培養液の酸度 と稻の分蘖稈 の最初の出現期及び其後の

発育経過Sの 關係(rg30年,3個体 宛2組 の平均)')

培 養 液 のPII償

分蘖稈の 最 初 の
出 現 日 の 早 さ2)

の

調

査

(
生
育
初
期
)

九

月

一
五
日

の

調

査

0月
六
日
(
分
蘖
旺
盛
期
)

圭稈 の長さ

分蘖稈数

分蘖稈の

線 長 さ

圭稈 の長さ

分蘖稈数分1藁稈 の纏
長 さ

地上部乾量

根 の乾 量

全 乾 量

根の乾量!
全乾量
根の乾量1
地上部乾量

1)表 示数字に全比較材料の平均値 を1ooと す る場合の比数であろ。但し括孤内の数学は實数を

示す。

2)全 實験個体 中最初i:出 現dる ものを1と し,其 の翌日・翌 々日を2,3等 の如 くして,そ れぞ

オし各区 の平均数を以て示す。

3)PH2・5材 料は9月25日 に枯死せうにっき培養な中止 。



3週 間後では全部枯死した。PH3液 に於けるものでは培養数 日後より程葉が多少黄褐色を呈

し,下 葉の先端一部枯れしのみなるも,其 後は漸次下葉の葉片部枯死の度を増し,3週 間後に

於ては或個体 では瀕死の状態を呈せ るものもあり,本 酸度では大体 酸性に対す る稻の生長の限

度と認められ,及両 氏の に就て(PH3・5)の 結果(8)と 大膿一致せ

るらしい。 及6に 於けるものは一般に濃緑色を呈し健康の外観を呈せるも,PH6の

それは最初は多少淡黄緑 色となり幾分 白化現象 の兆を呈した。PH7に 於けるもの

では一週間後可な り強 く白化現象を呈した。PH8液 ではPH7の それよりも一層黄褐色とな

り,一 般外見による不健康の度は著 しかつた 。

要するに本實験に於ては全生育期を通じて培養液のPH価 が5若 くは6附 近に於て常に良

好に生育し分蘖度も大である,而 してPH4に 於ては生育度前二者よりも多少劣るも左程不適

當ではない事が認められる。

 HIOPKINS

PH 4, 5

WANN Chlorella

(Chlorose)

第二實験(1930年)

實験は大体第一實験 と同様なるも,培 養液の鐵源を無機塩 なる塩化鐵で與へた。7月28日

に播種 し8月9日 に15cm内 外の苗を所定の水耕器に移植 し,9月9H迄 實験を縄績した。

其結果は大燈第一實験の結果と同様なるも,本 實験に於ては分蘖 度(稈激並に総長 さによりて)

は全乾量並に圭稈の長 さと同様にPH5液 に於 けるもの 最大を示せる事は 多少第一實験の結

果 と趣を異にせ る腿である。然し一般生育度(全 乾量,稈 葉の高さ,分蘖 度及外見上の健康度

等よりして)がPH4,5及6に 於て良好なる事は全く一致せる腱であつて,此点 に就ては鐵

塩の有機,無 機間の差異が絵 り見出されない様である。両生育初期に乾量の小なるPH8液 に

於てPH7に 於けるより分蘖度の進める事實 も前實験 と同様に認められた。

第三三實験(1930年)

第一實験 と同様の實験法に依れるも,只 各種酸度の培養液の調製に際しては

及び 液を調節剤として夫々適宜量宛添加しte。6月

17日 に播種し,同 月28日 に苗の長 さ11-13cmの 時に所定の水耕器に移植して 實験を開始

し,7月18日 迄培養を継綾した。其結果は大体第一實験のそれと同様である。就中分蘖稈 の

最初の出現状況を見るに,PH4液 では苗の長 さは相常に伸長 し可なり健康なる外見を呈せ る

にも拘らず 未だ分奨稗の出現を見なかつた◎ 然るにPH7及8液 に於てはPH4液 の夫 よ

りも著しく苗の長 さは短 く,外 見極めて不健康の相を呈せるものに於て分蘖稈 を出現せる事は

 M/I0 KH2PO4, M/10 H3P0 M/10 NaOH

M/I O K2H PO4,



特に注目に値する虜である。

IV.濃 度 と分蘖 度 との關 係

第四實験(1930年)

7月2rlに 播種し、8月6日 に所定の各種濃度(×2,×Is1/2,1/5,1/10,1/20及1/80濃

度)の 培養液中に移した。 各液共2組 宛實験し,分蘖 旺盛期迄培養を継続 した。分蘖 稗0)最

初の出現の時期並に其後の発育 経過は第二表に掲 ぐる通 りであつて,次 の如き事が認められる

:i)分蘖稈 の最初の出現期は1!5濃 度に於けるもの最 も早く,そ れより濃度の高まるに從つ

て若 くは低下するにつれて遅れ る。ii)分 彙稈凱分蘖稈 の総長 さ並に主稈 の長 さに就ても

1/5濃 度に於 けるもの最大 であつて,1/10濃 度に於 けるもの多少劣 り,他 は両端に向つて漸減

の傾向をとる。而て1/80濃 度のもの若 くは基本原液並に2倍 濃度の ものに於ては本實験期間

中分蘖 せず。iii)全 乾量並に平均分蘖稈 の高 さについては1/10濃 度に於けるもの最大 とな り,

1/5濃 度のもの僅かに劣 り,他 は両端に向つて漸次減少してゐる◎iv)全 乾量に対す る根の乾

量の%は 濃度の低下するに從つて増大す る傾向にあるのはBRENCHLEY氏(1)の 大夢に就ての

第 二 表・ 培養液の濃度ピ分蘖稈 の最初の出現期並に其の猶育

纏過 との關係(1930年 ・5個体 宛2組 の平均)')

培 養 液 の 濃 度

モ ル 濃 度

分蘖程 の 最 初 の
出 現 日の 早 さ2)

の

調

査

(
分
躍

初
期
)

八
月
一
二

日

の

調

査

九
月
四
日
(
分
蘖
旺
盛
期
)

主稈の長さ

分蘖稈数

分蘖稈の

総 長 さ

主稈の長さ

分蘖稈数

分蘖稈の

縄 長 さ
分蘖稈の

平均高 さ

全 乾 量

金 乾 量 に
対すろ根の

乾量の%

根 の 長 さ

1)数 字は凡て全比較材料の平均値をIo。 εぜる場合の比数で示す
。但 し括孤内の實数を示 ず。

2⊃第一表参照
。



結果 とよく一致する。根の長 さに就ても大体同様の傾向にある。

而て其培養期間中の生育状態を見 るに,2倍 濃度の液中のものは1・-2週 間培養後漸次不健

康の兆を呈し,下 葉から枯れ始めた。一ヶ月 後には牛ば枯死し,9月4日 の實験終了時には大

部の葉は枯凋し極めて不健康の外観を示 した。1倍 濃度即基本原液に於ては大体 實験終了迄

生育せるも,3-4週 間後より漸次不健康の兆を呈し始め下葉より黄褐色となつて枯れ始めた。

1/2濃 度のものでは實験後期 より下葉黄褐 色に変 じ,漸 次枯れ始めしも其度は1倍 濃度のも0)

より低かつた。1/5,1/10及1/20濃 度では何れ も濃緑 色を呈し,常 に健康に生育し,就 中1/10

濃度の ものでは最 も健康の外観 を呈 した。1/80濃 度の ものでは3-4週 間後漸次淡黄色とな

り,明 白に営養 不足の兆を呈した。

第五實験(1930年)

第四實験 と大体 同様の實験をなせ るも,只 其培養液0)1/2濃 度の もの ・代りに4倍 濃度の

ものを加へた。6月15日 に播種し,同 月28日 に所定の培養液中に移し實験を開始した。其

結果は大体 第四實験 と同様の傾向なるも,只 此場合では地上部乾量並に分蘖稈 の平均 高さに就

ても1/5濃 度のものは1/10濃 度のものに明白に勝つてゐる。 而て4倍 液では一週間培養後

大部葉身は枯凋し始め,2週 間後に於て全部枯死した。

第六實験(1928年)

5月11日 に播種し,同 月29日 に所定の水耕器に移し,10月22日2P出 穗し成熟する迄

培養 した。7月29Fl迄 は各遜3個体 宛2組 について實験せるも,其 以後は一組について

の實験であ る。培養液は第四實験 と同一のものなるも,そ の濃度は1/5,1/20,1/80及1/200

のものを用ひた。 而て實験中培養液は一一週間毎に更新せるも,其 途中液のPH償 を測定 し,

其偏f奇度に応じ てM/10K,,HPO,液 を添加 して出來得 る限 り近似の酸度を保たせる様にした。

其結果によるに(第 三表)分蘖稈数,全 乾量,圭稈 の長 さ及一株當 り穀粒数 等に於て1/5濃 度

の もの最大を示し,そ れより濃度の低下するに從つて漸次逓減 してゐる。然 し穀粒の乾量に就

ては稽 ζ趣を異にして,1/20濃 度の ものより1/5濃 度の もの多少劣 るは後者に於て過度に分

蘖せ る結果成熟期遅れ,實 験終了時に際 して両未熟o)粒 が多 くあつた爲とも考へ られる・これ

に依つて見るに,成 熟期迄培養せる場合でも第四實験の分蘖 旺盛期迄のそれと略同標の結果を

呈し,1/5濃 度に於けるも0)最適にして1/20濃 度以下にては稻の水耕に対し 稀薄に過ぎる事

を讃せるものと認められる。



第 三 表・ 培養液の濃度ミ稻の分蘖度並に共他の生育

度 との關係(1928年3個体 宛2組 の平均)1,

培養液の濃度

モル 濃 度

一個体當リ 分 購稈 数

同 地上部乾量

同 根 の 乾 量

同 全 乾 量

同 穀粒 の乾量

圭稈の長さ(程及穗長)

1》鍛字の取扱ひ方は第一 ・第二表と同様
。

V.培 養液 中 の含 窒素塩 類 の形 と分蘖 度 との關係

第七實験(1928年)

使用せる培養液は既記の如 き基本原液の1μ0濃 度の ものを以てし,窒 素源として硫酸アム

モニア父は硝酸石灰を用ひ,2週 間に一回宛培養液を更新した。而て窒素源の相違によりて反

慮の相反せる方向に偏碕せんとする傾向を出來る限 り除去せんが爲に2-3日 毎に培養液の酸

度を測定 し,其 アルカ リ性に傾けるものに対して は1%H3PO,並 に1%KH2PO,の 混合液

(2:8,PH2・2)を,其 酸性に傾けるものに対して は1%1〈 ・HPOaを 適宜調節剤として添加し

た。6月9日 に播 き同月16圓 に一一立の培養器に,9月10日 に所定の もの(1・82立)に 移植

した。

實験結果:最 初の分蘖稈 の出現状況を見るに,硝 酸石灰旺では各分蘖i稗の出現は平均 して硫

酸アムモニア区 よりも20日 位遅れた。両其後の分蘖 状況を第四表に就て見 るに,分蘖稈数 並

に分蘖稈 の絡長 さに於て常に硝酸石灰遜に於けるものはアムモニア区に比して著しく劣る。主

稗の長 さに就ては一般に大差なきも分蘖初期には アムモニア区 に於て勝 り,最 大分蘖 期には却

つて硝酸区に於 けるものが勝る。

而て健康度に就ては,生 育初期には硝酸磁では多少稈 葉は淡黄色となり稻 ヒ不健康となれる

も後期に於て緑色となり健康恢復の兆を呈せるに反し,ア ムモニア区では初期は濃緑色を呈し

極 めて健康の外槻をなせるも後期には多少不健康の兆が認められた。出穗期に就て もアムモニ

ア区では多少早かつた。10月29目 に大体成熟せるにつき収穫 して調査せる結果は第五表の

通 りである。



第 四 表 培養液中の含窒素塩類 の形と分肇度との關係並1二培養

液のPII債 の変化(1928年5個体 宛3組 の平均)D

含窒業盟類

分 巽初 期

最大分蘖期

成 熟 期

硫 酸 ア ムモ ニ ア 硝 酸 お 灰

全培養期中のPH価 の平均値

PH償 の変化の範囲

1)表 示数字は雨比較材料の平均値をIOOと しれ場合の比数
。括孤内の数字は實数。

2,柵H十 は稈葉濃線色にして至極健康の外見を暴ぜろものより漸次黄線色 とな り一見 して不健

康の兆を認 め得るまでの階梯 を示す。

3}培 養期間に於ける培養液のPII便平均 値,詳 言ぜば培養前のPH価 並に培養開始後2-3日 毎

に測定ぜうもの,調 節鮒添加後のPH価 及培養液夏新の際に測定dう もの・平均値を以て示す。

自"ち出穗稈数,不 出穗稈数 及不出穗稗の総長 さについては硫酸アムモニア区 では硝酸石灰区

に対して 著しく勝る。全乾量に就ても同様の傾向である。然るに穀粒の乾量並に全乾量に対す

る穀粒の乾量の比に就ては硝酸石灰区に於て可なり勝る。全乾量に対す る根の乾量の比に就て

第 五 表 培養液の含窒素塩類 の形 と分肇度並に収穫量芝の關係

(蒐928年3個体3宛 組の平均)1)

窒 素 璽 類 の 形 硫酸アムモニア 謂 酸 石 灰 平 均

一個鰹當り 出 穗稈数

同 不 山 穗稈 数

同 不出穂稈の線長さ

同 全 乾 量

同稈 葉 の 乾 量

同 穀 粒 数

同 穀 粒 の 乾 量

同 根 の 乾 量

根 の乾量1全乾量

穀粒の乾量/全乾量

1}表 示数字の取扱ひ方は第乙表ミ同様。



は両者殆んと其差異を見 る事が出來ない。両 アムモニア区では出穗期以後程の基部より後期的

に分蘖稈 を登生 し,収 穫時に於て第五表に見る如 く多数の不出穗稗を成生せ る事は特に注目に

値する◎

第八實験(1927年)

大体第七實験と同様の方法で實験 し,培 養液の濃度は基本原液め1/20に 稀訳せ るものを用

ひた。7月18日 に播種し,同 月26Elに 所定の水耕器に移植 して8月19日 迄調節剤を添加

せずに培養し,其 後1%H3P0及K2HPO、 を調節剤として添加して11月9日 迄培養を継続

した。最初は3個体 宛6組 について,後 には3組 について實験した。其結果によれば大

体第七實験と同様の傾向なるも,本 實験では硝酸鰹区に於ける分蘖度及其他の生育度がアムモ

ニア唾に比して劣れる程度は一層甚 しかつた。これは生育初期に於て調節剤を添加せ ざりし事

に因る培養液の アルカ リ化の結果 と考へられる。

VI。 考 察

上記の實験結果を通覧するに,培 養液の酸度,濃 度並に含窒素塩類の形如何は著しく分蘖度

の上に影響を及ぼす事は明かに認められる鹿であるが,両 文獣に徴 し,諸 種の結果に再吟味を

下す事に依つて一層明白なる解決が得 られる。

先づ培養液の酸度と稻の生育 との關係について見 るに,全 乾量は培養液がPH5若 くは其附

近に於ては常に最大 となれる事は既記の他の多 くの陸生植物に対して のそれより多少低債に存

するものと認められ,著 者の前研究結果(5)のPH3・5-5・5の範囲 に於ては不適ではないとの

結論を更に裏書せ るものと認められる。

分蘖度に対して はPH5若 くは6に 於て最大 となり全乾量のそれに大燈近似せるも,両 者

必ずしも常に・-p・・一致しない事が認められる。両生育初期に於てはPH8に 於ける分蘖 度(稗数,

稗の総長 さ及出現の早 さ等に依 り)はPH7若 くは6液 のそれよりも勝れるも,生 育の進む

につれて漸次其現象は消失 して全乾量や主稈 の長 さと同様の傾向をとる。此事實は著者の温度.

と分蘖度 との關係の實験に於て(6),多 少水温の高きに過ぎた場合に異常的に分蘖 促進作用を

招來せ るものと類似の現象と見 られる。即 ち健康が害はる ・様な事情の存在が分蘖 度を却つて

促進す るためではないかとも思はれる。此現象は叉分蘖 度が全乾量や其他の生育度と常に必ず

しも一致するものに非ずとの上述の結果を多少裏書せるものε思はれる。

次に培養液の全盛の濃度に就て見るに,115濃 度の液に於けるもの 常に分蘖 度最大にして,



1/10濃 度に於けるもの もそれ と大差なきも僅かに劣 る傾向が認められ,そ れよりも濃度の上昇

若 くは低下せ る場合は常に分蘖 度が急激なる低下を示 してゐる。全乾量に就ては1/5濃 度若 く

は1/10濃 度のもの最大を示 し,大体 に於て分蘖 度と一一一一致の傾向をとる。濃度と生育度との關

係についての結果は木村氏(9)の 培養液の全鰹濃度に關する實験の燐酸多量の場合に於ける結

果並にEsPINo氏(4)の 稻に対して 最適濃度は0OO16-00038モ ル濃度であるとの結果とよ

く一致する。

著者の第六實験の成熟期迄培養せ る結果に於ても1/5濃 度に於ける生育度は最良にして(全

乾量,稈数 及穀粒の数に就ては然るも,穀 粒の乾量は1/20濃 度に於 けるもの最大)大体 に分

蘖旺盛期迄培養せる他の実験 結果 とよく一致せる腱であつて,本 培養液では1/5若 くは1/10

濃度に稀訳 せるものでは稻の全生育期中不適ではないとの結論が得 られる。然れさも穀粒の生

成に対して は液の濃厚に過 ぐるよりも寧ろ稀薄の方に於て有利であるらしい。

最後に培養液中の含窒素塩類 の形と分蘖度との關係に就て見 るに,ア ムモニア区 では常に分

藁度並に其他の生育度(全 乾量につき)は硝酸 顧に著しく勝る。而も前者に於ては出穗期以後

稈の基部より後期的に分蘖稈 の発生 を見たのは,硫 酸アムモニアは分蘖 に対し常に有利に作用

するとの結論に対し更に確實 さを増すものと認められる。

然れ共 アムモニア区では硝酸区 よりも分蘖 度及其他の生育に対し有利なる事は硫酸 アムモニ

ア其物は直接に有利に作用せるか若くは該盛は生理的酸性なるにより,液を酸性化せる結果生

理的アルカ リ性なる慮の硝酸石灰よりも有利に作用せる事に因るに非ずや との疑問が起る。伍

て今第七實験に就て見るに,硝 酸石灰区では全培養期中のPH価 の平均 値が5・7に して,其

変化の範囲 が3.6-6.5で ある。 然るに アムモニア区では平均値が4・3に して変 化の範囲 が

2.6-5・8で ある。前記酸度の實験結果に徴するに,PH5の 結果は最良にして,PH4とPH6

に於ける結果に大差な く,PH3若 くはPH2・5液 に於 ける結果は著 しく不良である・

之に依つて見るに,硝 酸区では培養液の酸度がアムモニア琿よりも不適であつたとは考へ ら

れなく,寧 ろアムモニア匹のそれが多少不利 らしく認められるに も拘 らず,銑 記の如き結果を

呈せるは,少 く共其原因の大部は前者に帥硫酸アムモニア其物は直接有利に作用せるものと認

められる。

然 しながら薙に注目に値する事は,一 般に硫酸 アムモニア では生育初期には至極健康に生育

せるも後期には梢 ζ不健康の外観 を呈せるに反 し,硝 酸石灰では生育初期には梢 ζ不健康なる

も漸次健康を恢復 し前者よりも穀粒の改量が増してゐるのは,ア ムモニア盛では過度に分蘖 を



促進せる写生育後期に於て却て不健康に陪 り,其 結果収穫 量の減少を招いたらしい。此点は特

に応用上看過すべからざる事柄であつて,將 來更に研究を要する事 と思ばれ る、

VII.摘 要

1)稻 を種 々のPH価 の培養液 及8)に 幼蘭期より分蘖旺盛期迄

水耕せる場合に,PII50若 くは其附近に於て最 も早 く分蘖稗を出現 しH.分蘖 度(稗 凱 稗の絡

長 さにより)が 最大となり,そ れより酸度の上昇若 くは低下するに從つて漸次減少の傾向をと

るo

全乾量に就ても,大体分蘖 度ε同欄の傾向を示し,主稈 の長 さに就ても類似の傾向を示して

ゐる。

而して,PH3よ り強き酸度に於ては一向分蘖稈 を出現せず,侮生育に対し 不適と認めらるs

酸度の液 では其分蘖 度が生育初期に於て一時的に促進せ られるもの ・様である。

2)培 養液の全濃度を種々に保てる場合

モル濃度)に,モ ル濃度に於て分蘖 度最大にして,そ れより濃度の

上昇若 くは低下するに從つて,分蘖 度が急激な低下を示してゐる。

全乾量及主稈 の長 さについても,大体分蘖稈 のそれと同様の傾向である。

3)稻 の水耕に対す る培養液の窒素源 としての硫酸アムモニアを用ひた場合は,當 量の硝酸

石灰を用 ひた場合 に比 して分蘖 度並に其他の生育度が著しく勝る。

然れ共前者に於ては,稗 葉の繁茂就中分蘖 度を遇度に促進せる結果却つて穀粒の成生に対し

ては寧ろ後者の夫に劣るを見た。

而して,分蘖 度並に其他の生育に対し硫酸 アムモニアの硝酸石灰に勝る原因の大部は少 く共

硫酸 アムモニア 其物は,培 養液の酸度に影響する事と無關係に,直 接有利に作用せるものと認

められる。

0.00016

(PH 8)

(PH 2.5, 3, 4, 5, 6, 7

 0.0026-  0.0013

(0.052, 0.026, 0,013, 0.0065, 0.0026, 0.0013,

(廣島縣立庄原實業學校に於0
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UNTERSUCHUNGEN UBER DIE BESTOCKUNG DER REISPFLANZEN 

(ORYZA  SATIVA). III. EINFLUSS DER ACIDITAT UND KONZEN-

TRATION DER NA.HRLOSUNG UND DER FORM DER STICKSTOFF-

   HALTIGEN SALZE IN DERSELBEN AUF DIE BESTOCKUNG 

                BEI DER WASSERKULTURI)

(Resumee) 

Sadayoshi FUKAKI

   Die Reispflanzen (eine Sumpfreis-Sorte „Shinriki") wurden von der Keimling-

sphase bis zur maximalen Bestockungszeit kultiviert, urn die Beziehungen zwischen 

der Bestockungsweise and der Aziditat, der Konzentration der Nahrlosung and 

weiter der Form der N-haltigen Salze in derselben and zwar Ammoniumsulfat 

oder Calziumnitrat zu studieren. 
   Eine modifizierte KNoPsche Nahrlosung (0.0i3 Mol Konzentration) wurde 

als Grundmedium der Kulur gebraucht, die bei den auf die Aziditat oder Form 
der Salze beziehenden Studien meistens in 00 10 Verdannung beniitzt wurde. 

Losungen in verschiedenen PH-Werten oder in verschiedenen Konzentrationen 
wurden studiert, indem die PH-Werte gelegentlich mittels NaOH, HCL, K2HPO4, 

KH2PO4 oder H;PO4 immer wieder zweckdienlich reguliert wurden. 

   Die Kulturlosungen wurden regelmassig wochentlich erneuert. Die Hauster-

gebnisse des Versuches waren die folgenden : 
I) Der maximale Bestockungsgrad beurteilt durch die Gesamtlange and 

Zahl der Bestockungshalme wurde in den Materialien erzielt, die in der Nahr-

losungen von PH 5 oder dieser nahe liegenden PH-Werten kultiviert wurden ; 

and war die Entfaltung der Bestockungstriebe in solchen Losungen am friihesten. 
Die beide Erscheinungen wurden durch Auf- oder Absteigen der PH-Werte 

zllmahlich verkleinert bzw. verspatet. Die Grenze der saueren Reaktion der 
Nahrlosung fiir die Entfaltung der Bestockungshalme liegt wahrscheinlich bei 

PH 3 oder in der Nahe. 

    Grob genommen, stimmt der optimale PH-Wert fiir Vergrosserung des Be-

stockungsgrades mit demjenigen fiir das Gesamtrockengewicht iiberein. 

    2) In 0.0026-0.0013 Mol Losungen wurde der maximale Bestockungsgrad 
erzielt and stimmt diese Konzentration beinahe mit derjenigen des maximalen

3) Arbeiten aus dem botanischen Laboratorium der Kaiserl. Kyushu-Univ., No. 49.



 Gesamtroekengewichtes and Langenwachstums der Haupthalme i berein. Alle 

diese Erscheinungen wurden durch Aufsteigen oder Abfallen der Konzentration 

gleichartig stark verringert. 

   3) Far den Bestockungsgrad (die Zahi and die Gesamtlange der Bestock-
ungshalme and auch die erste Entfaltung der Bestockungstriebe) and gleichartig 

far die gesamte vegetative Entwickelung der Reispflanzen ist Ammoniumsulfat 

gi nstiger als Calziumnitrat. Diese gunstige Wirkung von Ammoniumsulfat 
scheint mir nicht eine indirekte, verursacht durch die gunstige Reaktion der 

Losung, sondern eine direkte zu sein.


